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令和 7年　10 月臨時会　　議　案　総　括

令和7年　10 月定例会　　議　案　総　括

　令和7年10月臨時会は、10月3日の1日間開催し、報告5件、議案1件について審査しました。
　また、令和7年10月定例会は10月22日から11月13日までの23日間開催し報告4件、議案11件、
認定7件、委員会提出議案1件について審査しました。
　（※審査結果の詳細は、4～8ページをご覧ください）

1010 月臨時会・定例会議案概要月臨時会・定例会議案概要

報告第９号　専決処分した令和7年度えびの市一般会計予算の補正（第2号）の承認について
西諸広域行政事務組合消防費負担金　4,490万3,000円
えびの消防署内に女性消防士が配属される場合に備え、女性専用施設を整備するものです。

議案第53号　えびの市犯罪被害者等支援条例の制定について
犯罪に遭われた方や、その家族または遺族の方に対し、支援を行うものです。
①遺族支援金　30万円
　犯罪により家族を失った遺族への葬儀費用や生活再建のための経済的支援金
②重傷病支援金　10万円
　犯罪による負傷、疾病、精神疾患を負った被害者への経済的支援金
③転居費用助成金　20万円
　犯罪被害により現在の住居での生活が困難になった場合の転居費用を助成する支援金
※Ｐ5及びP6に関連記事

議案第56号　令和７度えびの市一般会計予算の補正（第3号）について
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ4億725万1千円を追加し、総額158億2,258万6,000円とな
ります。
　硫黄山関連岡元地区代替水源事業（県営）において、作ヶ倉谷川（尾八重野）を取水源とし
て計画しているため、浜川原地区に1,400万円かけて、水路の整備が必要となりました。

議案第63号　えびの市特別職の職員で常勤のものの給与の特例に関する条例の制定について
　市長の給料月額を令和7年12月から令和9年11月までの２年間において30％減額し、54万
400円とするものです。

認定第6号　令和6年度えびの市水道事業会計決算の認定について
　令和6年度の主な事業として、県道京町小林線、市道岡元椿堀線の工事に伴う配水管布設替え
工事、水道未布設区域対策事業として岡松地区の工事。山内浄水場の工事を行いました。
　本年度の給水戸数は8,313戸、給水人口は16,301人でえびの市内の97％に給水しています。
　令和6年度のえびの市水道事業損益結果により、当年度は、4,525万4,832円の赤字との報告が
あり、前年度からの欠損金を加え、当年度未処理欠損金は、2億5,235万8,423円となりました。

認定第7号　令和6年度えびの市病院事業会計決算の認定について
　令和6年度の入院患者数は11,605人で前年比1,753人増加、外来患者数18,756人の137人の
増加となりました。
　令和6年度のえびの市病院事業損益結果により、当年度は、1億5,485万589円の赤字との報告
があり、前年度からの欠損金を加え、当年度未処理欠損金は、9億518万6,053円となりました。
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認定第１号　令和６年度えびの市一般会計歳入歳出決算の認定
　　　　　　について
　令和６年度えびの市一般会計の収入済額は143億7743万1912円でした。
　支出済額は138億8934万6924円。歳入歳出の差引額は4億8808万4988円となり、
翌年度へ繰り越すべき財源を引いた実質収支額は3億801万2000円となっています。

歳入
単位：円

市税
1,974,736,109

地方譲与税　196,490,000

使用料及び手数料
94,588,160

寄付金
346,331,000

繰越金 372,500,142
諸収入　343,677,861

市債　475,013,000

財産収入
127,778,411

利子割交付金 400,000
配当割交付金 8,764,000

法人事業税交付金
　　　　　33,723,000
地方消費税交付金
　　　　 462,308,000
環境性能割交付金
　　　　　13,180,000

国有提供施設等所在市町村助成交付金
　　　　　　　7,868,000
地方特例交付金
　　　　　　71,137,000

交通安全対策特別交付金　2,055,000
分担金及び負担金　33,441,914

株式等譲渡所得割交付金
　　　　　　8,599,000

地方交付税
4,780,205,000国庫支出金

2,164,079,334

県支出金
1,338,032,597

繰入金
1,522,524,384

歳出
単位：円

議会費　133,349,205

総務費
2,704,632,969

民生費
4,608,864,719

衛生費　1,112,102,282
労働費　13,821,000

商工費　723,654,369

土木費　727,035,802

消防費　360,547,236

教育費　1,060,130,864

災害復旧費　213,717,808
公債費　928,700,696

予備費　0

農林水産業費
1,302,789,974

歳入総額　143億7,743万1,912円

歳出総額　138億8,934万6,924円

総務費：給与や行政運営に
　　　　必要な経費

民生費：福祉にかかる費用

衛生費：健康増進、疾病予防、
　　　　環境保全などに関連
　　　　する経費
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10
月
定
例
会
に
お
い
て
、
当
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
４
件
・
認
定

2
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
及
び
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
主
な
議
案
等
の
審
査
内
容

を
抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。

①
議
案
第
53
号　

え
び
の
市
犯
罪
被
害
者

等
支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

直
接
、
相
談
窓
口
に
行
か
な
い
と

相
談
で
き
な
い
の
か
。

窓
口
は
総
務
課
の
人
権
啓
発
室
に

な
る
と
思
う
が
、
警
察
に
相
談
さ
れ
る
な

ど
、
い
ろ
ん
な
窓
口
で
相
談
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
こ
ち
ら
は
調
整
役
や
、
つ

な
ぎ
相
談
の
対
応
を
し
て
い
く
。

こ
の
条
例
の
周
知
方
法
は
。

様
々
な
形
で
の
周
知
、
広
報
等
で

お
知
ら
せ
す
る
。

②
議
案
第
61
号　

令
和
7
年
度
え
び
の
市

水
道
事
業
会
計
予
算
の
補
正
（
第
１
号
）

に
つ
い
て水

道
事
業
費
用
の
特
別
損
失
と
は

な
に
か
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
の
未
契
約
分
の

過
年
度
分
に
な
る
。

③
議
案
第
62
号　

令
和
7
年
度
え
び
の
市

病
院
事
業
会
計
予
算
の
補
正
（
第
１
号
）

に
つ
い
て　給

与
費
で
マ
イ
ナ
ス
３
７
８
万
８

千
円
は
常
勤
医
師
が
い
な
か
っ
た

か
ら
か
。常

勤
医
師
は
５
名
分
の
予
算
を
計

上
し
て
い
た
が
、
現
在
１
名
欠
員

の
４
名
体
制
な
の
で
、
１
名
分
の
給
料
の

う
ち
、
４
月
か
ら
６
月
分
を
減
額
し
た
。

④
認
定
第
６
号　

令
和
６
年
度
え
び
の
市

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

説
明
書
で
、
未
収
金
の
額
が
年
々

増
加
し
て
い
る
が
、
特
に
令
和
６
年
度
の

数
字
が
多
い
理
由
は
。

令
和
６
年
度
の
未
収
金
は
現
在
も

回
収
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

本
田　

英
俊

　

10
月
定
例
会
に
お
い
て
当
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
議
案
５
件
、
認
定
４

件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
及
び
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
主
な
議
案
の
審
査
内
容
を

抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。

①
議
案
第
54
号　

え
び
の
市
印
鑑
登
録
及

び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

今
回
の
改
正
は
、
印
鑑
登
録
及
び
証
明

書
の
交
付
事
務
に
お
い
て
、
性
の
多
様
性

へ
の
配
慮
と
し
て
条
例
に
あ
る
印
鑑
登
録

原
票
の
登
録
事
項
か
ら
男
女
の
別
を
削
除

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
方
が
印
鑑
登
録
証

明
申
請
の
際
に
性
別
の
記
載
を
な
く
す
た

め
に
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
性
別
を
公
的
な
文
書
に
記
入
し

提
出
す
る
こ
と
に
心
理
的
負
担
に
感
じ
る

🆀🆀 🆀

🆀🆀 🅰

🅰🅰🅰🅰

令
和
７
年
10
月
定
例
会

総
務
教
育

常
任
委
員
会報告

令
和
７
年
10
月
定
例
会

産
業
厚
生

常
任
委
員
会報告
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人
や
、
性
別
を
明
ら
か
に
し
た
く
な
い
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
す
る
こ
と
を
目

的
に
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
市
民
が
性
別
欄
へ
の
記

載
を
し
な
い
と
い
う
事
例
は
な

か
っ
た
の
か
。

現
在
使
用
し
て
い
る
申
請
書
の
様

式
に
は
、
性
別
欄
を
除
く
こ
と
を

希
望
す
る
と
い
う
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
項
目

が
あ
り
、
こ
こ
を
使
用
さ
れ
る
事
例
は
出

張
所
含
め
年
に
１
、
２
件
で
あ
り
、
対
応

は
し
て
き
た
。

②
議
案
第
57
号　

令
和
７
年
度
え
び
の
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
の
補
正

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　

徴
税
費
52
万
８
千
円
の
増
額
に
つ
い
て

は
、
令
和
８
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
係
る
シ
ス
テ

ム
改
修
委
託
料
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
。

こ
の
制
度
は
全
世
代
や
企
業
の
皆

様
か
ら
支
援
金
を
拠
出
し
て
い
た

だ
き
、
子
育
て
世
代
に
対
す
る
給
付
の
拡

充
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
も

の
に
使
わ
れ
る
か
は
、
主
に
児
童
手
当
を

18
歳
ま
で
拡
充
し
、
ま
た
、
時
短
勤
務
の

方
の
就
業
給
付
や
妊
婦
の
方
の
支
援
給
付

を
行
っ
た
り
す
る
目
的
で
徴
収
す
る
も
の

で
あ
る
。

③
認
定
第
５
号　

令
和
６
年
度
え
び
の
市

産
業
団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
分
の
県
貸
付
金
償
還

金
及
び
土
地
売
却
収
入
を
各
金
融

機
関
に
繰
り
上
げ
償
還
し
た
こ
と
に
よ
る

効
果
と
し
て
利
子
が
ど
の
位
安
く
な
っ
た

の
か
。

繰
り
上
げ
償
還
に
よ
る
効
果
は

17
万
７
，
３
２
１
円
が
利
子
の
軽

減
に
な
る
。

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

田
口　

正
英

　

10
月
定
例
会
に
お
い
て
、
当
委
員

会
へ
付
託
さ
れ
た
議
案
１
件
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
ま

り
ま
し
た
。

　

以
下
、
議
案
の
審
査
内
容
を
抜
粋

し
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
56
号　

令
和
７
年
度
え
び
の
市
一

般
会
計
予
算
の
補
正
（
第
３
号
）
に
つ
い

て【
総
務
費
】

庁
舎
管
理
費

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料　
　
　
　

56
万
７
千
円

テ
レ
ビ
受
信
が
可
能
な
機
器
が
設

置
さ
れ
て
い
る
公
用
車
で
、
支
払

い
の
必
要
の
あ
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
に
つ

い
て
、
今
後
の
対
応
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

テ
レ
ビ
受
信
の
必
要
性
を
十
分
検

討
し
た
上
で
、
必
要
の
な
い
機
器

の
み
使
用
で
き
な
く
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
協
議

し
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
カ
ー
ナ
ビ
等
の
機
器
を
購
入

す
る
際
に
は
、
テ
レ
ビ
受
信
機
器
の
な
い

機
種
を
選
択
す
る
予
定
で
あ
り
、
現
在
付

い
て
い
る
機
器
に
つ
い
て
は
、
そ
の
型
式

に
よ
っ
て
テ
レ
ビ
視
聴
が
で
き
な
い
も
の

も
あ
る
の
で
、
業
者
等
と
協
議
し
た
上
で
、

取
り
外
す
方
向
で
考
え
て
い
る
。

今
回
の
受
信
料
は
、
過
去
の
分
ま

で
支
払
う
よ
う
で
あ
る
が
、
時
効

の
成
立
は
な
い
の
か
。

受
信
料
は
５
年
が
時
効
と
な
っ
て

い
る
が
、
支
払
い
の
申
し
出
を
行

え
ば
時
効
は
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
時
効
が
成
立
す
る

以
前
の
部
分
は
、
支
払
わ
な
く
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
考
え
は

な
か
っ
た
の
か
。

行
政
と
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
が
、
支
払
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
そ
の

分
を
支
出
す
る
と
い
う
考
え
で
予
算
を
計

上
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
見
解
を
基
に
予
算
計
上
し
て
い
る
が
、

今
後
は
関
係
課
や
他
自
治
体
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

も
時
効
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
見
解
を
伺

い
な
が
ら
、
支
出
の
方
を
進
め
て
い
く
考

🆀

🆀

🆀🆀 🅰🅰

🅰

🆀🆀 🅰🅰

🅰

令
和
７
年
10
月
定
例
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会報告
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え
で
あ
る
。

【
民
生
費
】

人
権
同
和
対
策
事
業
費

・
犯
罪
被
害
者
支
援
金　
　
　
　

60
万
円

今
回
新
規
事
業
と
し
て
、
犯
罪

被
害
者
等
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
支
援
金
と
し
て
必
要
経
費

を
計
上
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
遺
族
支

援
金
は
１
件
あ
た
り
30
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
１
件
と
は
ど
の
よ
う
に
理
解

す
れ
ば
よ
い
か
。

犯
罪
の
被
害
に
よ
り
、
も
し
亡

く
な
ら
れ
た
場
合
に
、
そ
の
遺

族
の
方
に
30
万
円
支
払
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
滅
多
に
な
い
案
件
な
の

で
、
今
回
１
件
あ
た
り
で
計
上
し
て
い
る

が
、
万
が
一
事
案
が
２
件
発
生
し
た
場
合

は
、
そ
の
都
度
補
正
予
算
で
対
応
し
て
い

く
。

【
農
林
水
産
業
費
】

団
体
営
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減

災
事
業
費

・
測
量
設
計
委
託
料　

１
，
４
０
０
万
円

浜
川
原
地
区
の
水
路
の
整
備
と

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
整

備
を
す
る
の
か
。

今
回
計
画
し
て
い
る
整
備
は
、

浜
川
原
湧
水
公
園
の
西
側
、
東
長
江
浦
上

公
民
館
の
間
の
４
０
０
ｍ
の
区
間
で
、
現

在
土
水
路
の
部
分
を
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
水
路
に
改
修
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
ま
で
土
水
路
だ
っ
た
も
の
を
、

今
回
岡
元
地
区
の
代
替
水
源
の
た

め
に
整
備
す
る
理
由
は
何
か
。

県
営
事
業
で
、
作
ヶ
倉
谷
川
か
ら

取
水
し
た
水
が
、
漏
れ
な
い
よ
う

有
効
活
用
す
る
た
め
の
整
備
で
あ
る
。

【
商
工
費
】

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
費

・
え
び
の
京
町
温
泉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行

委
員
会
補
助
金　
　
　

１
，
０
４
３
万
円

え
び
の
京
町
温
泉
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
現
在
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
だ
が
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
す
れ
ば
参
加
者
が
増
え

る
の
で
は
な
い
か
。

平
成
25
年
か
ら
コ
ー
ス
設
定
上
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
導
入
し
て
い
る
。

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
の
検
討
を
し
た
経
緯
は

な
い
が
、
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
は
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
の
方
が
、
人
気
が
あ
り
参
加
者
も
多
い

と
い
う
声
は
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
駐
車

場
や
様
々
な
事
情
を
総
合
的
に
考
え
る
と
、

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
一
番
適
切
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

小
宮　

寧
子

　

10
月
定
例
会
に
お
い
て
当
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
認
定
１
件
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
ま

り
ま
し
た
。

　

以
下
、
認
定
の
審
査
内
容
を
抜
粋

し
て
報
告
し
ま
す
。

【
総
務
費
】

職
員
研
修
事
業
費２

２
３
万
９
，
８
８
８
円

資
質
の
向
上
に
対
す
る
研
修
成
果

や
効
果
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
。

日
々
の
業
務
を
通
じ
て
Ｏ
Ｊ
Ｔ

（
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
）
で
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
市
民

の
意
見
や
苦
情
等
の
事
案
が
あ
っ
た
場
合

に
は
注
意
喚
起
に
一
層
努
め
て
い
る
。

令
和
７
年
10
月
定
例
会

決
算
審
査

特
別
委
員
会報告

🆀🆀

🆀

🆀

🅰🅰

🅰

🅰

🅰

🆀

県営水質保全対策事業　新田・浜川原地区水管橋
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行
政
事
務
連
絡
事
業
費

４
，
３
３
０
万
５
，
２
３
０
円

自
治
会
未
加
入
者
の
令
和
５
年
と

令
和
６
年
度
の
増
減
の
状
況
は
ど

う
か
。

自
治
会
加
入
率
は
、
令
和
５
年
度

80
・
２
％
、
令
和
６
年
度
79
・
２

％
で
あ
り
、
自
治
会
未
加
入
者
は
増
加
し

て
い
る
。未

加
入
者
の
増
加
の
原
因
は
何
か
。

自
治
会
費
の
負
担
が
重
い
、
役
員

が
回
っ
て
く
る
か
ら
と
い
う
よ
う

な
意
見
が
聞
か
れ
、
加
入
者
が
退
会
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

自
治
会
と
行
政
が
検
討
、
協
議
し

て
対
策
を
練
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

近
隣
同
士
の
自
治
体
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
先
進
的
な
取

り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
研
究
等

を
し
て
、
自
治
会
と
対
策
を
協
議
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

【
保
健
衛
生
費
】

浄
化
槽
設
置
整
備
費

１
，
７
２
６
万
４
，
０
０
０
円

浄
化
槽
の
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

平
成
３
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
現

在
ま
で
３
，
４
８
５
基
の
設
置
、

令
和
６
年
度
の
補
助
設
置
基
数
は
48
基
で

あ
る
。

補
助
額
の
状
況
は
ど
う
か
。　

補
助
額
に
つ
い
て
は
、
新
築
住
宅

５
人
槽
で
22
万
２
千
円
、
汲
み
取

り
単
独
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
は

５
人
槽
で
33
万
２
千
円
、
こ
れ
に
は
宅
内

配
管
工
事
15
万
円
と
設
置
費
９
万
円
が
加

算
さ
れ
る
。

浄
化
槽
の
法
定
検
査
料
の
補
助
に

つ
い
て
調
査
は
し
て
い
る
か
。

国
の
補
助
は
あ
る
が
、
県
が
浄
化

槽
台
帳
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と

が
条
件
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
シ
ス
テ
ム

化
の
途
中
で
あ
る
の
で
、
今
後
注
視
し
て

い
く
。

【
農
林
水
産
業
費
】

６
次
産
業
化
支
援
事
業
費

１
４
０
万
３
，
８
０
０
円

６
次
産
業
化
に
係
る
補
助
金
額
と

事
業
の
期
間
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

補
助
額
に
つ
い
て
は
、
総
事
業
額

の
２
分
の
１
か
、
ま
た
は
上
限
30

万
円
で
あ
る
。
期
間
に
つ
い
て
は
、
単
年

ご
と
の
事
業
で
あ
る
。

商
品
に
な
る
か
ど
う
か
の
判
断
は

ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
る
の
か
。

取
組
事
業
者
と
十
分
に
話
を
進
め

て
い
く
形
で
行
っ
て
い
る
。

事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、
指
導

や
要
綱
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。

６
次
産
業
化
も
大
事
な
事
業
で
あ

る
の
で
、
要
綱
な
ど
を
見
直
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

未
利
用
資
源
活
用
モ
デ
ル
事
業
補
助
金

７
０
０
万
円

竹
や
籾
殻
（
も
み
が
ら
）
の
粉
砕

を
活
用
し
た
敷
料
は
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
か
。

畜
産
の
敷
料
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

面
白
い
取
り
組
み
で
あ
る
。
堆
肥

な
ど
用
途
や
業
種
を
広
げ
て
い
く

考
え
は
な
い
か
。

い
ず
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
今
の

と
こ
ろ
は
、
敷
料
を
つ
く
る
こ
と
に
取
り

組
む
考
え
で
あ
る
。

【
商
工
費
】

企
業
立
地
対
策
事
業
費

４
，
１
５
７
万
６
，
０
０
２
円

雇
用
対
策
助
成
金
の
実
績
が
21
人

の
７
４
０
万
円
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

指
定
企
業
に
雇
用
さ
れ
た
従
業
員

に
対
し
て
直
接
交
付
す
る
も
の
で
、

基
本
的
に
は
助
成
金
30
万
円
で
あ
る
が
、

え
び
の
市
住
民
に
は
10
万
円
上
乗
せ
す
る
。

こ
れ
は
実
績
に
対
し
雇
用
さ
れ
て
か
ら
１

年
を
経
過
し
た
後
に
交
付
す
る
も
の
で
あ

る
。

指
定
企
業
の
認
定
は
誰
が
行
う
の

か
。

市
が
認
定
す
る
制
度
で
、
え
び
の

市
に
立
地
し
た
企
業
が
市
に
申
請

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

🆀 🆀🆀

🆀🆀🆀

🆀🆀🆀 🆀

🅰🅰🅰

🅰🅰🅰

🅰🅰🅰 🅰

🅰🅰🅰

🆀🆀🆀
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広
告
作
成
委
託
料
に
つ
い
て
、

新
聞
広
告
に
掲
載
し
た
件
数
と

金
額
の
内
訳
、
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
は

ど
う
だ
っ
た
か
。

新
聞
広
告
の
実
績
は
、
３
件
の

23
万
８
千
円
で
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
（
１
件
）
と
日
刊
工
業
新
聞

（
２
件
）
に
掲
載
し
た
。
掲
載
後
に
数
件

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
。Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
）
で
発
信
し
た
件
数
、
金

額
の
内
訳
、
費
用
対
効
果
は
ど
う
だ
っ
た

か
。

本
編
動
画
委
託
料
９
万
９
千
円
、

シ
ョ
ー
ト
動
画
制
作
委
託
料
１

万
１
千
円
で
、
費
用
対
効
果
と
し
て
は
、

シ
ョ
ー
ト
動
画
と
本
編
動
画
を
合
わ
せ
て

３
，
６
８
５
回
の
視
聴
に
な
っ
て
い
る
。

【
商
工
費
】

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
費

１
，
０
５
９
万
３
，
５
７
８
円

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
61
団
体
の
受
け

入
れ
は
え
び
の
市
内
で
の
合
宿

の
こ
と
か
。

ス
ポ
ー
ツ
観
光
推
進
協
議
会
が

宿
泊
を
助
成
し
た
、
え
び
の
市

内
で
の
宿
泊
団
体
数
で
あ
る
。

宿
泊
所
が
対
応
し
き
れ
な
い
団
体

を
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
振
興
に
繋
げ
て
い

け
な
い
か
。

宿
泊
所
的
な
事
業
所
が
え
び
の
市

内
に
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
の

で
、
え
び
の
市
全
域
的
に
合
宿
で
き
る
所

を
紹
介
す
る
形
で
対
応
を
し
て
い
る
。

白
鳥
温
泉
施
設
管
理
費

６
，
７
３
０
万
９
１
９
円

環
境
整
備
委
託
料
19
万
８
，
２
６

４
円
の
内
容
は
何
か
。

白
鳥
温
泉
上
湯
の
水
中
ポ
ン
プ
４

つ
の
電
気
回
路
の
内
、
１
つ
の
回

路
に
雑
木
が
触
れ
て
給
水
で
き
な
い
状
態

に
な
っ
た
。
そ
の
雑
木
の
伐
採
費
用
で
あ

る
。

白
鳥
温
泉
下
湯
の
ケ
ビ
ン
の
屋
根

や
現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
は
早
め
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
。

現
状
を
確
認
し
て
い
る
中
で
は
あ

る
が
、
予
算
執
行
で
き
る
も
の
が

な
か
っ
た
。
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

＊
注
釈
＊

Ｏ
Ｊ
Ｔ

「
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

実
際
の
業
務
を
通
じ
て
上
司
や
先
輩
が

部
下
や
後
輩
に
指
導
し
、
実
践
的
な
知

識
や
ス
キ
ル
を
習
得
さ
せ
る
人
材
育
成

手
法

　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

松
窪　

ミ
ツ
エ

🆀🆀🆀 🅰🅰🅰

🅰🅰🅰 🆀🆀🆀

整備されていない白鳥温泉下湯のケビンの屋根
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質
問　

令
和
７
年
６
月
に
「
拠
点
校

部
活
動
制
度
に
対
す
る
要
望
書
」
を
保

護
者
関
係
者
方
々
の
署
名
を
添
え
て
提

出
し
た
が
そ
の
後
の
動
き
は
。

　

教
育
長　

そ
の
後
教
育
委
員
会
で
検

討
し
、
９
月
の
西
諸
県
地
区
中
学
校
秋

季
体
育
大
会
前
に
２
回
、
宮
崎
県
中
学

校
秋
季
体
育
大
会
前
に
２
回
、
市
バ
ス

を
利
用
し
送
迎
支
援
を
試
行
的
に
行
っ

た
。

　

質
問　

保
護
者
か
ら
は
大
変
あ
り
が

た
か
っ
た
と
感
謝
の
声
を
頂
い
て
い
る
。

新
年
度
に
向
け
て
、
拠
点
校
部
活
動
に

対
す
る
送
迎
支
援
を
改
め
て
で
き
な
い

か
伺
う
。

　

教
育
長　

部
活
動
に
お
け
る
生
徒
の

活
動
機
会
の
確
保
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
、
生
徒
の
安
全
確
保
等
の
観
点
か
ら

も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
送
迎
支
援
の

必
要
性
は
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、

授
業
終
了
時
刻
や
学
校
間
の
連
絡
調
整

等
に
よ
る
学
校
へ
の
負
担
、
運
行
に
必

要
な
車
両
や
人
員
確
保
な
ど
課
題
が
あ

る
。
現
在
、
生
徒
、
保
護
者
及
び
各
中

学
校
の
全
て
の
教
職
員
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
運
行
上
の
課
題
、

公
費
負
担
の
在
り
方
、
学
校
、
教
育
委

員
会
の
責
任
範
囲
な
ど
慎
重
な
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問
　

質
問　

山
間
部
の
農
業
は
、
草
刈
り

の
労
力
が
重
く
獣
害
も
多
い
た
め
、
平

野
部
と
同
じ
よ
う
に
市
場
競
争
に
さ
ら

さ
れ
る
と
継
続
が
困
難
に
な
る
。
中
山

間
地
域
農
業
へ
の
支
援
、
担
い
手
の
確

保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　

畜
産
農
政
課
長　

中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
い
交
付
金
を
活
用
し
、
現
在
８

集
落
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
耕
作
さ
れ
な
い
農
地
の
解
消
方

法
の
一
つ
と
し
て
、
有
機
農
業
の
取
り

組
み
が
考
え
ら
れ
る
。
市
内
の
有
機
農

業
者
等
で
構
成
さ
れ
る
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

タ
ウ
ン
え
び
の
推
進
協
議
会
で
は
、
耕

作
放
棄
地
等
を
活
用
し
、
本
市
で
有
機

農
業
を
目
指
す
人
材
を
呼
び
込
み
、
担

い
手
と
し
て
育
成
し
て
い
く
計
画
が
あ

る
。

　

質
問　

令
和
６
年
度
の
農
作
物
の
鳥

獣
被
害
額
は
７
，
０
０
６
万
２
千
円
と

令
和
５
年
度
の
３
，
６
１
９
万
２
千
円

に
比
べ
て
約
２
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

現
在
の
対
策
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
考

え
る
が
、
野
生
動
物
の
捕
獲
に
対
す
る

一
頭
あ
た
り
の
補
助
額
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　

農
林
整
備
課
長　

鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
か
ら
は
、
現
在
そ
う
い
っ
た
意
見

は
出
て
い
な
い
が
、
今
後
聞
き
取
り
を

行
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

鳥
獣
捕
獲
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を
！

戎谷　暁
議員

①戎谷議員 ②川野議員 ③末原議員 

④松窪議員 ⑤本田議員 ⑥大平落議員 

⑦田口議員 ⑧小宮議員 

拠
点
校
部
活
動
送
迎
支
援
に
つ
い
て

川野　亮
議員

①戎谷議員 ②川野議員 ③末原議員 

④松窪議員 ⑤本田議員 ⑥大平落議員 

⑦田口議員 ⑧小宮議員 
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質
問　

近
年
、
気
候
変
動
に
よ
る
突

然
の
雷
雨
や
熱
中
症
の
対
策
と
し
て
、

運
動
公
園
利
用
者
へ
の
対
応
を
伺
う
。

　

社
会
教
育
課
長　

熱
中
症
対
策
に
つ

い
て
は
、
社
会
教
育
課
で
は
、
各
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
よ
り
出
さ
れ
て
い

る
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の
熱
中
症
事
故

等
の
防
止
に
つ
い
て
」
の
資
料
に
基
づ

き
、
適
切
な
予
防
措
置
、
指
導
者
等
の

責
任
、
熱
中
症
対
策
取
り
組
み
事
例
等

を
周
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
施
設
の

掲
示
板
に
は
、
落
雷
、
熱
中
症
等
の
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
が
、
施
設
の
利

用
は
、
各
団
体
の
判
断
で
決
め
る
。
雨

風
が
凌
げ
る
所
は
、
多
目
的
広
場
内
４

ヶ
所
、
野
球
場
と
の
間
に
５
ヶ
所
を
設

置
し
て
い
る
。

　

質
問　

旧
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
っ
た

場
所
に
、
雨
風
が
凌
げ
る
様
な
避
難
場

所
は
設
置
出
来
な
い
か
。

　

教
育
長　

雨
風
が
凌
げ
る
避
難
場
所

を
作
る
予
定
は
無
い
が
熱
中
症
対
策
と

し
て
は
、
時
間
帯
を
考
え
、
ベ
ン
チ
や

東
屋
を
利
用
し
て
頂
き
、
大
会
な
ど
あ

れ
ば
、
市
の
方
で
テ
ン
ト
の
貸
し
出
し

等
の
準
備
を
し
て
い
る
。
熱
中
症
や
雨

風
が
凌
げ
る
対
策
と
し
て
考
え
て
い
る
。

ま
ず
は
、
施
設
利
用
者
の
安
全
が
第
一

で
あ
る
。

一 般 質 問

　

質
問　

市
立
病
院
を
更
に
信
頼
さ
れ

る
病
院
と
し
て
継
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

市
長　

医
療
技
術
だ
け
で
な
く
、
患

者
へ
の
配
慮
、
ス
タ
ッ
フ
の
資
質
の
向

上
、
環
境
整
備
、
医
療
治
療
の
透
明
性

の
確
保
な
ど
、
多
角
的
な
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
基
本
的
に
は
職

員
の
言
葉
づ
か
い
姿
勢
等
に
も
留
意
し
、

親
切
丁
寧
な
接
遇
、
患
者
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
心
掛
け
て
い
る
。
ご
意
見
箱

の
設
置
で
意
見
を
直
接
い
た
だ
き
、
患

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
環
境
改
善

に
つ
な
げ
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
、
多
く
の
方
に
信
頼
さ
れ
る
こ

と
で
患
者
増
、
収
益
増
と
な
り
、
ひ
い

て
は
病
院
経
営
の
安
定
化
に
も
つ
な
が

る
と
思
っ
て
い
る
。

　

質
問　

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
患

者
に
は
ト
イ
レ
・
病
室
な
ど
の
不
便
さ

や
不
都
合
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
な
い
か
、

こ
の
点
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　

事
務
長　

患
者
に
不
便
、
負
担
を
か

け
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
可

能
な
限
り
不
具
合
な
ど
の
解
消
を
図
っ

て
き
て
い
る
施
設
の
状
況
で
は
あ
る
が
、

快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
診
療
環
境
の

向
上
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

質
問　

灯
油
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
購
入
補
助

に
は
不
公
平
性
を
感
じ
な
い
か
。

　

市
長　

別
途
補
助
対
策
を
考
え
る
。

松窪　ミツエ
議員

①戎谷議員 ②川野議員 ③末原議員 

④松窪議員 ⑤本田議員 ⑥大平落議員 

⑦田口議員 ⑧小宮議員 

王
子
原
運
動
公
園
に
つ
い
て

末原　由美子
議員

①戎谷議員 ②川野議員 ③末原議員 

④松窪議員 ⑤本田議員 ⑥大平落議員 

⑦田口議員 ⑧小宮議員 

市
立
病
院
の
在
り
方
を
市
長
に
聞
く
！

市民が楽しめる王子原運動公園

地域医療の中核　えびの市立病院
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一 般 質 問

　

質
問　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴

う
農
業
の
担
い
手
不
足
及
び
用
水
路
の

維
持
管
理
に
お
け
る
人
手
不
足
の
解
消

策
を
伺
う
。

　

畜
産
農
政
課
長　

本
市
に
お
い
て
も

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
十

分
に
認
識
し
て
い
る
。
県
内
外
で
行
わ

れ
る
就
農
相
談
会
等
に
参
加
し
、
本
市

で
農
業
を
始
め
る
人
材
の
確
保
に
努
め

て
い
る
が
、
人
手
が
不
足
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
県
外
か
ら
の
参
入
者
の
獲

得
に
苦
慮
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
状

況
の
中
で
、
本
市
で
は
年
間
数
名
の
方

が
後
継
者
と
し
て
の
就
農
や
農
業
法
人

等
に
就
職
す
る
な
ど
新
規
に
就
農
し
て

い
る
実
態
は
あ
る
。

　

農
林
整
備
課
長　

用
水
路
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
自
治

会
等
で
農
業
者
や
地
域
住
民
も
含
め
た

組
織
を
立
ち
上
げ
て
頂
き
、
作
業
を
行

う
区
域
の
水
田
等
の
面
積
に
応
じ
た
交

付
金
が
市
か
ら
組
織
に
交
付
さ
れ
る
。

作
業
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
日
当
や
機

械
借
り
上
げ
料
金
等
の
支
払
い
に
充
て

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
用
水
路
等
の

維
持
管
理
が
行
い
や
す
い
環
境
が
整
う

も
の
と
考
え
て
い
る
。

持
続
可
能
な
農
業
政
策
に
つ
い
て

大平落　哲郎
議員

①戎谷議員 ②川野議員 ③末原議員 

④松窪議員 ⑤本田議員 ⑥大平落議員 

⑦田口議員 ⑧小宮議員 

　

質
問　

道
の
駅
え
び
の
の
駐
車
場
の

拡
張
と
投
資
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長　

駐
車
場
の
拡
張
の
必
要
が
あ

り
、
滞
在
型
の
道
の
駅
と
し
て
、
全
天

候
型
の
子
供
の
遊
び
場
な
ど
市
民
か
ら

の
意
見
や
要
望
を
検
討
し
て
い
く
。

　

質
問　

商
工
会
が
行
っ
て
い
る
商
業

祭
り
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長　

地
域
内
で
の
需
要
喚
起
、
商

業
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
う
が
、

効
果
等
精
査
し
て
支
援
し
て
い
く
。

　

質
問　

え
び
の
市
の
全
施
設
の
電
気

代
は
ど
れ
程
か
。

　

市
民
環
境
課
長　

全
部
で
約
１
億
9

千
万
円
程
で
あ
る
。

　

質
問　

蛍
光
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
え
る

と
電
気
代
は
半
分
以
下
に
な
る
が
進
捗

状
況
は
。

　

市
民
環
境
課
長　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
未
対
応
が

56
％
あ
る
。

　

質
問　

新
た
に
農
業
を
始
め
る
時
の

新
規
就
農
交
付
金
の
補
助
額
は
。

　

畜
産
農
政
課
長　

月
12
万
５
千
円
の

3
年
間
で
あ
る
。

　

質
問　

３
年
間
の
給
付
を
5
年
間
に

延
長
出
来
な
い
か
。

　

畜
産
農
政
課
長　

国
か
ら
の
就
農
準

備
資
金
と
経
営
改
善
資
金
を
合
わ
せ
る

と
5
年
間
受
け
ら
れ
る
。

道
の
駅
拡
張
と
市
役
所
の
節
電

本田　英俊
議員
①戎谷議員 ②川野議員 ③末原議員 

④松窪議員 ⑤本田議員 ⑥大平落議員 

⑦田口議員 ⑧小宮議員 

ハウス栽培

道の駅えびの
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一 般 質 問
　

質
問　

現
在
硫
黄
山
水
質
改
善
施
設

の
運
営
は
県
が
維
持
管
理
と
い
う
こ
と

で
認
識
し
て
よ
い
か
。
今
後
の
管
理
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　

市
長　

こ
れ
ま
で
県
に
よ
っ
て
運
用
、

維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
施

設
の
安
定
的
な
運
用
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
の
整
備
に
２
年
程
度
要
す
る
と
見
込

み
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
、
市
が
維
持

管
理
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

質
問　

水
質
改
善
施
設
は
現
状
の
ま

ま
で
引
き
継
ぐ
の
か
。
改
善
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

建
設
課
長　

現
在
水
質
改
善
施
設
内

に
は
浚
渫
物
が
仮
置
き
さ
れ
て
い
る
。

令
和
７
年
度
内
に
は
全
て
処
分
す
る
。

ま
た
ゲ
ー
ト
や
ポ
ン
プ
設
備
な
ど
、
全

て
点
検
を
行
い
適
切
に
対
応
す
る
よ
う

申
し
入
れ
て
い
る
。

　

質
問　

維
持
管
理
費
は
ど
の
程
度
に

な
る
の
か
。

　

建
設
課
長　

県
が
要
し
た
費
用
を
試

算
す
る
と
、
年
間
一
千
万
円
ほ
ど
見
込

ん
で
い
る
。

　

質
問　

維
持
管
理
費
を
県
・
国
に
一

部
を
負
担
し
て
も
ら
う
考
え
は
な
い
か
。

　

市
長　

財
政
的
に
は
補
填
し
て
い
く

と
い
う
明
文
化
し
た
も
の
を
県
に
は
提

出
す
る
。

県
・
国
の
財
政
支
援
を
求
む
！

田口　正英
議員

①戎谷議員 ②川野議員 ③末原議員 

④松窪議員 ⑤本田議員 ⑥大平落議員 

⑦田口議員 ⑧小宮議員 

　

質
問　

市
長
公
約
の
即
応
政
策
と
し

て
掲
げ
た
三
つ
の
物
価
高
対
策
は
、
本

市
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
ど
の

よ
う
に
実
現
さ
せ
て
い
く
の
か
。

　

市
長　

就
任
後
、
関
係
課
と
検
討
し
、

状
況
整
理
や
情
報
収
集
す
る
中
で
相
当

の
課
題
が
出
た
。
県
や
国
、
市
内
外
の

情
報
収
集
を
行
い
市
の
財
政
状
況
も
踏

ま
え
適
時
的
確
な
形
で
具
現
化
し
た
い
。

　

質
問　

即
応
政
策
は
、
現
段
階
で
は

何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
の
か
。

　

市
長　

即
応
政
策
と
言
っ
て
も
１
、

２
カ
月
と
い
う
単
位
で
は
な
く
少
し
長

い
単
位
で
見
て
い
く
。
国
の
情
勢
も
見

て
工
夫
し
て
、
給
付
か
還
元
を
し
た
い
。

　

質
問　

公
約
に
は
、
え
び
の
市
立
病

院
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
緊
急
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

設
置
を
掲
げ
て
い
る
が
、
施
設
の
老
朽

化
や
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
病
院
に

本
当
に
必
要
か
。

　

市
長　

市
民
か
ら
の
求
め
る
声
を
も

と
に
、
中
核
病
院
と
し
て
長
期
的
に
は

必
要
で
あ
り
視
野
に
入
れ
て
い
く
。

　

質
問　

公
約
に
は
、
子
ど
も
や
若
者
、

子
育
て
世
代
に
対
し
て
具
体
的
な
支
援

が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な

政
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　

市
長　

子
ど
も
が
遊
べ
る
場
所
が
少

な
い
と
い
う
声
を
聞
く
。
子
ど
も
の
遊

び
場
の
新
設
を
必
要
な
所
に
設
け
る
。

小宮　寧子
議員

①戎谷議員 ②川野議員 ③末原議員 

④松窪議員 ⑤本田議員 ⑥大平落議員 

⑦田口議員 ⑧小宮議員 

公
約
の
実
現
性
に
つ
い
て

えびの高原硫黄山

市長が掲げた選挙公約
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新
議
長
の
も
と
に
、
全
て
の
委
員
会

メ
ン
バ
ー
や
議
会
選
出
委
員
等
も
新
し

く
な
り
ま
し
た
。

　

▼
議　
　

長　
　

吉
留
優
二

　

▼
副
議
長　
　

小
宮
寧
子

議
会
運
営
委
員
会

　

▼
委
員
長　
　

松
窪
ミ
ツ
エ

　

▼
副
委
員
長　
　

大
平
落
哲
郎

　

▼
委　
　

員　
　

戎
谷　

暁

　
　
　
　
　
　
　
　

田
口
正
英

　
　
　
　
　
　
　
　

小
宮
寧
子

　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

輝

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

▼
委
員
長　
　

本
田
英
俊

　

▼
副
委
員
長　
　

戎
谷　

暁

　

▼
委　
　

員　
　

大
平
落
哲
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

松
窪
ミ
ツ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
留
優
二

※
所
管
す
る
課

総
務
課
、
企
画
課
、
財
政
課
、
基

地
・
防
災
対
策
課
、
市
民
協
働
課
、

財
産
管
理
課
、
税
務
課
、
会
計
課
、

議
会
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

監
査
委
員
、
公
平
委
員
会
、
水
道
課
、

市
立
病
院
、
教
育
委
員
会
に
関
す
る

事
項

※
他
の
委
員
会
に
属
し
な
い
事
項

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　

▼
委
員
長　
　

田
口
正
英

　

▼
副
委
員
長　
　

末
原
由
美
子

　

▼
委　
　

員　
　

増
田　

輝

　
　
　
　
　
　
　
　

川
野　

亮

　
　
　
　
　
　
　
　

小
宮
寧
子

※
所
管
す
る
課

市
民
環
境
課
、
健
康
保
険
課
、
介
護

保
険
課
、
観
光
商
工
課
、
畜
産
農
政

課
、
建
設
課
、
農
林
整
備
課
、
企
業

立
地
課
、
こ
ど
も
課
、
福
祉
課
、
農

業
委
員
会
に
関
す
る
事
項

議
会
選
出
監
査
委
員

　

▼
委　
　

員　
　

川
野　

亮

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

▼
委
員
長　
　

本
田
英
俊

　

▼
副
委
員
長　
　

増
田　

輝

　

▼
委　
　

員　
　

田
口
正
英

　
　
　
　
　
　
　
　

小
宮
寧
子

　
　
　
　
　
　
　
　

戎
谷　

暁

　
　
　
　
　
　
　
　

大
平
落
哲
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

末
原
由
美
子

西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

　

▼
議　
　

員　
　

松
窪
ミ
ツ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　

大
平
落
哲
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

小
宮
寧
子

え
び
の
市
戦
没
者
追
悼
奉
賛
会

　

▼
委　
　

員　
　

吉
留
優
二

　
　
　
　
　
　
　
　

小
宮
寧
子

え
び
の
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

　

▼
委　
　

員　
　

松
窪
ミ
ツ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

輝

都
市
計
画
審
議
会
委
員

　

▼
委　
　

員　
　

吉
留
優
二

　
　
　
　
　
　
　
　

川
野　

亮

　
　
　
　
　
　
　
　

大
平
落
哲
郎

え
び
の
市
畑
地
か
ん
が
い
事
業
推
進
協

議
会

　

▼
委　
　

員　
　

吉
留
優
二

　
　
　
　
　
　
　
　

川
野　

亮

人
権
同
和
問
題
啓
発
推
進
協
議
会

　

▼
委　
　

員　
　

吉
留
優
二

　
　
　
　
　
　
　
　

小
宮
寧
子

　
　
　
　
　
　
　
　

本
田
英
俊

　
　
　
　
　
　
　
　

田
口
正
英

小
林
・
え
び
の
間
道
路
改
良
促
進
期
成

同
盟
会

　

▼
監　
　

事　
　

吉
留
優
二

　

▼
理　
　

事　
　

田
口
正
英

　

▼
会　
　

員　
　

末
原
由
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

輝

　
　
　
　
　
　
　
　

川
野　

亮

　
　
　
　
　
　
　
　

小
宮
寧
子

　

他
に
、
川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
、
Ｊ

Ｒ
吉
都
線
利
用
促
進
協
議
会
、
に
し
も
ろ

定
住
自
立
圏
構
想
首
長
議
長
会
、
霧
島
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
、
宮
崎
県
鉄

道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
、
高
速
自
動
車

国
道
建
設
促
進
宮
崎
県
期
成
同
盟
会
、
川

内
川
上
流
河
川
改
修
期
成
同
盟
会
、
飯
野

高
等
学
校
を
守
り
育
て
る
市
民
の
会
、
国

道
４
４
７
号
整
備
促
進
期
成
会
、
え
び
の

市
郷
土
芸
能
保
存
連
合
会
は
議
長
の
あ
て

職
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
議
会
構
成
決
ま
る

　

令
和
７
年
10
月
臨
時
会
に
お
い

て
、
９
月
21
日
投
開
票
の
市
議
会
議

員
選
挙
後
の
新
た
な
議
会
構
成
が
決

ま
り
ま
し
た
。
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編
集
後
記

　
長
く
暑
か
っ
た
夏
が
終
わ
り
、
短
い

秋
は
す
ぐ
に
過
ぎ
、
木
枯
ら
し
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
9
月
の
選
挙
で
は
新
し
い
市
長
、
新

し
い
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
は
、
自
己
研
鑽
を

重
ね
な
が
ら
、
議
員
力
を
高
め
、
さ
ら

に
議
会
力
の
向
上
に
努
め
、
理
想
の
え

び
の
市
作
り
に
向
か
っ
て
、
貢
献
し
た

い
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
選
挙
の
後
、
10
月
議
会
が
始
ま
り
、

す
ぐ
に
12
月
議
会
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
員
一
同
忙
し
い
毎
日
を
送
り
な
が

ら
、議
会
だ
よ
り
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
議
会
だ
よ
り
は
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
、
わ
か
り
易
い
も
の
に
す
る
た
め
、

様
々
な
取
り
組
み
、
工
夫
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
変
革
し
て
い
く
議
会
に
も

注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

本
田　

英
俊

令和７年10月臨時会　議案等審議結果表

令和７年10月定例会　議案等審議結果表

／：議長は裁決に加わらない　○：賛成　●：反対　−：棄権

1．議案等
付託
委員会 番　　号 件　　　　　名 審議結果

吉

留

大
平
落

戎

谷

増

田

末

原

本

田

川

野

小

宮

田

口

松

窪
報告第　５号 専決処分した損害賠償の額の決定について ― ※質疑後、終結
報告第　６号 専決処分した損害賠償の額の決定について ― ※質疑後、終結
報告第　７号 専決処分した損害賠償の額の決定について ― ※質疑後、終結
報告第　８号 専決処分した損害賠償の額の決定について ― ※質疑後、終結

報告第　９号
専決処分した令和７年度えびの市一般会計予算の補正（第２号）の
承認について

原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５２号 監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1．議案等
付託
委員会 番　　号 件　　　　　名 審議結果

吉

留

大
平
落

戎

谷

増

田

末

原

本

田

川

野

小

宮

田

口

松

窪
報告第１０号 専決処分した損害賠償の額の決定について ― ※質疑後、終結
報告第１１号 株式会社えびのの経営状況を説明する書類の提出について ― ※質疑後、終結
報告第１２号 令和６年度えびの市健全化判断比率について ― ※質疑後、終結
報告第１３号 令和６年度えびの市資金不足比率について ― ※質疑後、終結

総 務 教 育 議案第５３号 えびの市犯罪被害者等支援条例の制定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
産 業 厚 生 議案第５４号 えびの市印鑑登録及び証明に関する条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
総 務 教 育 議案第５５号 えびの市水道事業給水条例の一部改正について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
予 算 審 査 
特別委員会

議案第５６号 令和７年度えびの市一般会計予算の補正（第３号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産 業 厚 生 議案第５７号 令和７年度えびの市国民健康保険特別会計予算の補正（第２号）に
ついて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産 業 厚 生 議案第５８号 令和７年度えびの市後期高齢者医療特別会計予算の補正（第１号）
について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産 業 厚 生 議案第５９号 令和７年度えびの市介護保険特別会計予算の補正（第１号）につい
て 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産 業 厚 生 議案第６０号 令和７年度えびの市産業団地整備事業特別会計予算の補正（第１号）
について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 教 育 議案第６１号 令和７年度えびの市水道事業会計予算の補正（第１号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 教 育 議案第６２号 令和７年度えびの市病院事業会計予算の補正（第１号）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６３号 えびの市特別職の職員で常勤のものの給与の特例に関する条例の制
定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決 算 審 査 
特別委員会

認定第　１号 令和６年度えびの市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産 業 厚 生 認定第　２号 令和６年度えびの市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産 業 厚 生 認定第　３号 令和６年度えびの市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産 業 厚 生 認定第　４号 令和６年度えびの市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産 業 厚 生 認定第　５号 令和６年度えびの市産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算の認定
について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 教 育 認定第　６号 令和６年度えびの市水道事業会計決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
総 務 教 育 認定第　７号 令和６年度えびの市病院事業会計決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2．委員会提出議案
委員会提出 
議案第１号 議会広報特別委員会の設置について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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